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ワ
1

氏
は 、
申
国
経
済
集
団
指
導体
制

によ
る
瞥
定
的
局
面
権
力
闘
争

が
、

新
た
な家
父
回目
的
町田

の
将
来

に
地
方分
権主
義

の危
険
を
維
持
し
か

あ
り
得
ず

、
し
か
も 、
軍
治
支配

生
まれ
る
ま
で
繰
り
返
さ
れ

予
測
し

、
ヌ
ラ
ン
ズ・
マ
イ
ケ
ル

の
割
拠
は
不
可
避
だ
と
予
測し

てい
る
と
見

、一
方

、
柴
田
氏
は

、集
団

文
化
大
慈
命
も

、
林
彪
異
変
も 、

てい
る

が
、毛

沢
東

の
カ
D
スマ
位

「中
国
大
陸

」編
集
長

、呑
滋

の
普
教
授
は

、
阜市・
周
死
後

の申
ソ
関
係
る 。

指
導
体
制

の
なか
で
の
笑
務型
指
導

今
日

の中
国

に
とっ

て大
変
窓
要

な
は
ス
タ
l

y
ン

の
権
威

を
凌
〈
し
名

な
研
究
家

、
金
雄
自
民

に、わ
が

を論じ
て、
和
解
と
提
携 、
対
立
の

桑
原
氏
は全
国人
民
代
表
大
会

の
者

の
優
位

を
鋭

きつ
つ

、
後
継
指
導

事
件
で

あっ
た
が

、
一激
動

の相
次い

の）
ぐ
も

の
で

あ
ろ

う
し

、
また
中

群
像

の
そ
れぞ
れに
手
ぎ
わ
よく
ス

長

記

お

か

い

よ

い

時

間

雑

誌

詩

集

団

指

導

と

軍

の

台

頭

」

持

日

？

と
に

い
う
ま
で
も

な
く 、
毛・
周
商
巨
頭

に
ご
す
わ
けに
は
ゆ
か

な
い。

時
宜

にか
なっ
た
興
味
深い
も

の
で

な
宮
中
国へ

の移
行
とい

う歴
史
的

そのよ
う
な
と

き、
本
容

が
刊
行
留
か
ら
桑
原
寿二
氏

、
終回
穂
氏
と
尖
鋭
化

にい
た
る
ま
で 、
多
く

の
可
分
析

を
遇
。

て中
国
政
治

の
深い
矛

あ
り

、
専門
家

の意
見
と
し

て
傾
聴

な
大
事
件

が
待
ち
受
けて
い
る
か
ら
さ
れた

ので
あ
る 。
本
替
は

、
ヲョ
い

う
第一
線

の
川慣
れた
専門
家

が
加
能
性

を
考え

な
が
ら「
y越
の中
国
盾

を
突

き
、中

国
民
族が
毛

な
室め
に
値
す
る
も

の
で

あ
る。

で
あ
る 。

1
7・
ワ
シ
ン
ト

ン
大
学

の老
練 、

わ
り

、
それぞ
れ

のテ
lマ

を選
ん
権
力
闘
争へ

の
介
入」
も

あ
り
得
る
と
現
体
制

に
耐
え
得
る
だ
ろ

うか
ι

（
善
本
社・一
二
O
O
円）

人
類
は
す
でに

9
ス
タ
l

y
ン
神
フ
ラ
ン
ズ・
マ
イ
ケ
ル
教
整う
ア
メ
で
執
筆
さ
れた
も

の
で

あ
る 。

と
し

てい
る 。

問
題・を
提
起
し

てい
る 。

喫茶
外
大助
教
授
中
嶋
田帽
雄

話
の
崩
壊e
とい

う歴
史

を
自
由車
し
刀
カ

の
専
門
家

、
台
湾

の何
雨
文

ア
メ
HMカ
の中
国
経
済
研
究
家ユ

何雨
文
氏
は

、
毛・
周
死
後

に
は

‘
金
銭
白
氏
は
軍人

が主
役
と

な
る
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し
か
し

、
その
「

きが
ぬ人
生

の事件
たた
さ

が
、

オ
で
は

な
く肌

さ
し
か
かっ

た
者

の、
放
し
さ
で

あ

り
、

寂
し
注
で

あ
り 、
消
さ
で

あ

る。観
子
で

あ
ると
か

、
夫
婦
で

あ
る

と
か 、
営ょ

う
だい
で

あ
やと
か

、
由
自
在

な生
を
生
き
よ

う」・

そん
な
願い
い
あ
る
い
は
夢 、
も

し
く
は
そこ

に
踏み
込
ん

だ
爽
やか

な
貧し
さ

を
、

作
者
は
初
め

て
触
れ

る人
間

の
渇
か
み

、
室
さ
とし
て

、

骨

に

染

む

か

寂

家

の

影

4

で
わ
かっ

てく
るの
は

、や
は
り人

生
も
も

う先
の
思え
る
年
齢

に
なっ

て
か
ら

の
こ
と

だ
るっか 。
作
者

の

年
輸

を
探っ

てみ
る
ま
で
も

な
く 、

悠
に
感。
ら
れ
るも

の
は 、
晩
年

に
そ
れ放

に
耐え
ね
ば

な
ら

ぬ
も
ろも

ろ
の
鮮

を
断
ち
切っ

て、
人生一

の
扱

後
のひ
と
と告
之
らい
は

、
孤独

を

寄
笠ロい、

季洗っ
て、
い
と
し

い
相
手
と「一
つ
輸

の
なか
で 、
自

丹
念

に渉
み

出
さ
せ

てい
る。

「
よ
けい

な
物

を
振り
捨

て」
と

か 、
「
よ
けい

な
も

の
を
捨

て
をっ

た、単
純

、
寝
侠

な生」
といっ
た

文
句

が
思え
る 。

人
生
の
締
切り

も 、
頭

の
合
点
と
し

てで
な

く 、
骨

に
染
む
実
感
とし

て
迫っ

た
者

の、

「
女友J
ば

」と
路み
切
る辛
さ 、
け

わ
し
さ 、
い
主
主
さ

が
、

こ
ん

な

つ
ぶや

き
に

も
似

た筆
でつ
む

が
れ

ると
は 、
不
思
議
で

あ
る。

何
十
年か

を
生
き
てし
まっ

た
人

間
の
吐
息

の中
に、

し
ぶが

の
影
と

し
て
は

なや
ぎが 、
寂
市替

の
影
と
し

て
あ
戸
あ

き
が、
深
切

に息
づく
の

は
妙
で

あ
る 、
粋
で

あ
るb

（
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五
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